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長

寿

を

祝

う

 

金
 
田
 
町
 
敬
 
老
 
会
 

【写真は金田中学校体育館に於ての敬老会会場】 

九
月
十
五
F

し
 
「
敬
老
の
日
 

」
永
年
社
会
の
た
め
家
庭
の
た
 

め
に
尽
し
て
こ
ら
れ
た
、
金
田
 

町
在
住
の
お
年
寄
り
の
長
寿
を
 

お
祝
い
す
る
、
昭
和
五
十
三
 

年
度
金
田
町
敬
老
会
が
、
金
田
 

中
学
校
体
青
館
で
、
多
数
の
来
 

賓
の
出
席
の
も
と
に
盛
大
に
開
 

催
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
敬
老
の
日
、
五
八
四
名
 

の
該
当
者
の
う
ち
台
風
の
影
響
 

で
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
元
 

気
な
お
年
寄
り
四
一
四
名
を
式
 

典
に
お
迎
え
す
る
こ
と
が
出
来
 

ま
し
た
。
 

式
典
に
さ
き
だ
ち
、
会
場
受
 

付
に
お
い
て
、
満
七
十
才
以
上
 

の
方
々
に
、
本
町
よ
り
支
給
さ
 

れ
る
敬
老
年
金
と
記
念
品
が
贈
 

ら
れ
ま
し
た
。
 

式
典
は
午
前
十
時
十
四
分
君
 

が
代
斉
唱
に
は
じ
ま
り
亡
く
な
 

っ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
 

黙
祷
を
さ
さ
げ
、
大
井
町
長
よ
 

り
老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、
老
 

人
生
き
が
い
対
策
等
々
、
国
、
 

県
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
前
向
き
 

に
諸
施
策
を
進
め
て
行
く
所
存
 

で
あ
る
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
本
 

町
の
最
高
令
者
、
 

永
末
秀
理
 

さ
ん
（
九
十
五
才
）
に
お
祝
い
 

品
が
贈
ら
れ
、
金
婚
式
の
方
に
 

は
、
お
祝
い
と
し
て
町
長
か
ら
 

夫
婦
茶
碗
が
記
念
品
と
し
て
贈
 

ら
れ
ま
し
た
。
 

八
十
八
才
（
米
寿
）
の
方
に
 

は
、
県
知
事
及
ぴ
町
長
よ
り
記
 

念
品
及
び
、
祝
儀
が
贈
ら
れ
ま
 

し
た
。
ま
た
、
つ
づ
い
て
‘
町
 

議
会
議
長
、
藤
元
俊
治
氏
の
祝
 

辞
を
預
き
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
 

会
会
長
の
謝
辞
を
以
っ
て
一
応
 

式
典
を
終
り
、
祝
宴
に
う
つ
り
 

ま
し
た
。
 

出
席
者
全
員
で
な
ご
や
か
に
 

会
食
を
し
な
が
ら
、
婦
人
会
有
 

志
の
見
事
な
演
芸
の
披
露
が
あ
 

り
、
老
人
の
飛
び
入
り
な
ど
、
 

た
の
し
い
ひ
と
と
き
を
過
し
ま
 

し
た
。
 

最
後
に
全
員
で
万
才
三
唱
を
 

し
無
事
終
了
。
来
年
も
ま
た
元
 

気
な
お
姿
を
会
場
で
お
目
に
か
 

か
れ
る
よ
う
楽
し
み
に
（
お
待
 

ち
し
て
お
り
ま
す
。
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今
年
の
米
寿
の
方
々
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、
《
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．
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辰
島
 

コ
ョ
 

（
上
金
田
）
 

植
高
 
サ
ダ
 

（
上
金
田
）
 

林
 

堅
次
 

へ人 

見） 

入
江
 

コ
メ
 

（神 

崎） 

大
島
マ
キ
ノ
 

（神 

崎） 

谷
口
サ
サ
ノ
 

（太 

陽） 

山
口
 

敬
作
（
第
二
長
寿
園
）
 

辻
 

シ
モ
 

（南 

木） 

,
，
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金
婚
式
該
当
者
御
夫
婦
 

一
，
・
．
こ
，
、
●
，
、
・
，
，
‘
、
‘
一
・
●
こ
．
・
．
ニ
！
・
・
●
●
ご
・
・
●
に
●
・
・
‘
●
・
・
こ
●
‘
 

若
林
 
松
市
 

（神 

崎） 

ウ
メ
 

柳
沢
時
次
郎
 

（人 

見） 

ア
サ
 

山
内
 

厳
 

（新 

町〕 

ョ
シ
ノ
 

久
米
繁
太
郎
 

（
天
神
町
）
 

シ
ツ
エ
 

植
高
 
徹
義
 

（
上
金
田
）
 

ア
キ
ユ
 

永
末
 

茂
 

（神 

崎） 

シ
ズ
ユ
 

10 

月
の
こ
よ
み
と
行
事
 

和
 
名
 
神
無
月
（
か
ん
な
月
）
 

八
百
万
（
や
お
よ
ろ
ず
）
の
神
々
が
出
雲
の
国
に
 

集
ま
り
た
ま
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ま
た
雷
が
な
 

く
な
る
月
と
も
い
う
。
 

1
 

日
 
赤
い
羽
根
募
金
運
動
 

7
 

日
 
児
童
手
当
支
給
日
 

10
 

日
 
体
育
の
日
・
目
の
愛
護
デ
ー
 

14 

日
 
鉄
道
記
念
日
 

20 

日
 
乳
児
検
診
 

20 

・ 21 

日
 
稲
荷
神
社
大
祭
（
神
幸
祭
）
 

23 

日
 
電
信
電
話
記
念
日
 

25 

日
 

心
配
ご
と
相
談
 



昭和53年10月1日 

差
別
を
な
く
す
た
め
に
 

④
 

金
 
田
 
町
 
中
 
央
 
公
 
民
 
館
 

2
、
基
礎
調
査
に
よ
る
概
況
 

審
議
会
は
都
道
府
県
を
通
じ
 

関
係
の
市
町
村
の
協
力
を
煩
わ
 

し
て
同
和
地
区
の
現
況
の
把
握
 

の
た
め
の
基
礎
調
査
を
行
な
っ
 

た
。
そ
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
全
 

国
の
同
和
地
区
数
は
、
四
、
 
一 

六
〇
地
区
、
地
区
内
の
世
帯
数
 

艮
 
は
四
O
万
七
、
二
七
九
世
帯
、
 

地
区
内
の
総
人
口
は
一
八
六
万
 

九
、
七
四
八
人
、
う
ち
地
区
内
 

の
同
和
地
区
人
口
は
一
一
一
万
 

町
 
一
、
〇
四
三
人
で
あ
り
、
地
区
 

金 田 第~ 66 号 号
 

《b 《b 第
 

報
 

町
 

田
 

金
 

内
の
同
和
地
区
人
口
率
は
六
〇
 

％
、
全
国
の
人
口
一
、
〇
〇
〇
 

人
あ
た
り
の
同
和
地
区
人
口
は
 

一
一
・
八
人
と
な
る
。
 

こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
と
比
 

較
す
る
と
．
地
区
数
は
、
昭
和
 

三
十
三
年
調
査
よ
り
も
多
い
が
 

昭
和
＋
年
調
査
お
よ
び
大
正
十
 

年
調
査
よ
り
は
少
な
く
、
同
和
 

地
区
人
口
は
逆
に
昭
和
三
十
111 

年
調
査
よ
り
も
少
な
く
昭
和
十
 

年
調
査
よ
り
も
多
い
。
 

す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
比
 

較
に
よ
っ
て
地
区
数
な
い
し
地
 

区
人
口
増
減
を
量
的
に
判
断
す
 

る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。
 

調
査
に
あ
た
っ
て
採
用
さ
れ
 

た
調
査
単
位
と
し
て
の
同
和
地
 

区
の
定
義
が
こ
れ
ま
で
の
調
査
 

と
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
 

す
な
わ
ち
、
審
議
会
の
と
つ
た
 

定
義
は
「
当
該
地
方
に
お
い
て
 

一
般
に
同
和
地
区
で
あ
る
と
考
 

え
ら
れ
て
い
る
も
の
」
 
と
さ
 

れ
て
い
る
が
、
昭
和
三
十
三
年
 

調
査
に
お
い
て
は
『
一
般
に
同
 

和
対
策
を
必
要
と
す
る
と
考
え
 

ら
れ
て
い
る
地
区
」
と
定
義
さ
 

昭
和
三
十
七
年
調
査
 

昭
和
三
十
三
年
調
査
 

昭

和

十

年

調

査

 

大

正

十

年

調

査

 

同
和
地
区
数
 

四、 

】
ー
ハ
〇
 

四、 

一一
1111
一 

五、

三
六
五
 

四
、
八
五
1
1
一 

同
和
地
区
人
ロ
 

一、 

一
一
三
、
〇
四
111 

二
一
二
一
〇
、
 
一
五
七
 

九
九
九
、
六
八
七
 

八
一
一
九
、
七
七
三
 

れ
て
お
り
、
定
義
の
う
え
か
ら
 

す
れ
ば
、
昭
和
三
十
三
年
調
査
 

の
ほ
う
が
「
同
和
対
策
」
 
の
必
 

要
性
を
目
的
と
し
た
点
で
今
回
 

の
調
査
は
実
施
機
関
が
公
的
機
 

関
で
あ
っ
た
た
め
に
、
行
政
上
 

同
和
対
策
を
と
り
あ
げ
て
い
る
 

か
ど
う
か
と
い
う
背
景
の
ち
が
 

い
が
あ
り
得
た
の
で
あ
り
、
し
 

た
が
っ
て
 
「
寝
た
子
を
起
こ
す
 

な
」
的
行
政
方
針
に
よ
り
、
又
 

は
一
般
と
混
住
化
し
、
同
和
地
 

区
と
し
て
は
っ
き
り
認
識
で
き
 

な
く
な
っ
た
よ
う
な
地
区
は
除
 

外
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
 

こ
れ
ら
を
総
合
し
て
考
え
る
 

と
、
今
回
の
調
査
で
把
握
さ
れ
 

た
同
和
地
区
数
、
同
和
地
区
人
 

口
な
ど
は
実
際
の
数
値
を
下
廻
 

っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

事
実
、
岩
手
、
宮
城
、
山
形
 

東
京
、
神
奈
川
、
宮
崎
の
都
県
 

は
今
回
の
調
査
で
は
報
告
が
な
 

か
っ
た
。
 

し
か
し
別
途
の
情
勢
に
よ
れ
 

ば
同
和
地
区
の
存
在
は
確
認
さ
 

れ
て
お
り
、
ま
た
、
今
回
調
査
 

で
五
二
地
区
の
報
告
が
あ
っ
た
 

大
阪
、
二
地
区
の
報
告
の
あ
っ
 

た
福
島
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
 

と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
 

0
都
道
府
県
別
に
み
た
状
況
 

都
道
府
県
別
の
状
況
は
、
同
 

和
地
区
の
数
の
う
え
か
ら
み
る
 

と
、
広
島
県
の
四
一
四
地
区
を
 

最
高
に
三
〇
〇
地
区
を
超
え
る
 

県
に
は
、
こ
の
ほ
か
兵
庫
、
岡
 

山
、
愛
媛
、
福
岡
の
諸
県
が
あ
 

り
、
二
O
〇
ー
三
〇
〇
地
区
の
 

県
は
群
馬
、
埼
玉
、
長
野
、
 
一 

〇
地
区
以
下
の
県
は
富
山
、
石
 

川
、
福
井
、
愛
知
、
佐
賀
、
長
 

崎
で
あ
る
。
同
和
地
区
数
の
報
 

告
の
な
か
っ
た
の
は
、
北
海
道
 

、
福
島
県
を
除
く
東
北
各
県
、
 

東
京
都
‘
神
奈
川
県
、
宮
崎
県
 

の
八
都
道
府
県
で
あ
っ
た
。
 

（
以
下
次
号
へ
）
 

十 

月
 
詠
 
草
 

金

田

町

公

民

館

短

歌

教

室

 

ひ

か

り

 

講
師
 
友
清
 
隆
雄
 
に
み
仏
の
 

光
明
の
な
か
に
日
 

若
き
日
の
信
濃
路
の
旅
を
し
 

々
や
す
ら
け
く
 

の
ぶ
ら
む
 

い
ま
】
夜
さ
を
 

阿
部
 
重
宏
 

し
き
り
に
妻
言
ふ
 

（
上
高
地
）
あ
ど
け
な
き
孫
の
言
葉
に
笑
ら
 

う

か

ら

 

藤
本
 
唯
彦
 
ぎ
い
る
 
家
族
ら
の
な
か
に
吾
 

幼
な
ら
の
遊
び
忘
れ
し
手
鏡
 
疲
れ
を
り
 

が
月
照
る
庭
の
隅
に
光
り
ぬ
 

小
野
ト
メ
子
 

交
換
表
見
な
が
ら
つ
く
る
献
立
 

室
 
ト
ョ
 

に
も
 

や
う
や
く
馴
れ
て
ー
ケ
 

ひ
と
り
居
の
う
ら
さ
び
し
き
 
月
経
ち
ぬ
 

そ
 
の
 
一 

福
岡
県
少
年
の
船
に
の
っ
て
 

西

金

田

 

福
岡
県
主
催
の
第
四
回
少
年
 

の
船
に
多
数
の
応
募
者
の
中
か
 

ら
選
ば
れ
て
の
る
こ
と
に
な
り
 

ま
し
た
。
 

八
月
一
日
博
多
ふ
頭
に
行
く
 

と
大
き
な
船
が
着
い
て
い
ま
し
 

た。 

「
ェ
メ
ラ
ル
ド
・
お
き
な
 

わ
丸
」
と
い
う
船
で
六
一
五
O
 

t
で
六
〇
O
人

の

定

員

で

し

 

た。 副
知
専
さ
ん
や
た
く
さ
ん
の
 

父
兄
に
見
送
ら
れ
て
正
午
、
港
 

を
出
ま
し
た
。
 

八
月
一
日
は
、
ち
よ
う
ど
台
 

風
8
号
が
九
州
に
近
づ
い
て
い
 

千
 
手
 

け
い
い
ち
 

藤
林
 
俊
信
 
峰
 
そ
の
山
裾
に
菜
の
花
が
咲
 

福
原
 
昭
子
 

畠
を
彬
つ
老
農
夫
が
振
り
向
け
 
く
 

津
屋
崎
の
磯
辺
に
遊
ぶ
吾
子
達
 

ば
 
額
の
し
わ
を
伝
ひ
落
つ
汗
 

宮
本
 
徳
忠
 
と
 
久
し
ぶ
り
に
ほ
の
ぼ
の
と
 

中
村
 
繁
生
 

胸
裡
を
揺
さ
ぶ
る
如
き
ロ
ツ
ク
 

ン
ロ
ー
ル
 

閃
光
交
叉
し
若
き
 

ら
踊
る
 

セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
巧
み
に
犬
の
 

気
嫌
と
り
 
効
能
書
を
説
き
は
 

じ
め
た
り
 

菊
池
 

一
枝
 

入
日
さ
す
畑
に
黄
縁
の
実
り
た
 

福
田
 

昌
 
る
 
麦
の
穂
波
は
か
る
く
ゆ
れ
 

校
門
の
内
な
る
蘇
鉄
の
花
さ
き
 
を
り
 

ぬ
 

秋
と
は
な
り
て
赤
き
実
の
 

み
ゆ
 

並
川
 
君
子
 

在
り
し
日
の
叔
父
の
笑
顔
が
忘
 

高
木
美
代
子
 
ら
れ
ず
 
想
ひ
で
追
へ
ば
な
ほ
 

青
空
に
も
ゆ
る
が
ご
と
き
福
智
 
さ
び
し
き
か
な
 

い
る
 

短
歌
教
室
参
加
者
を
募
集
し
 

て
い
ま
す
。
老
若
男
女
を
間
 

わ
ず
、
初
心
者
を
歓
迎
し
ま
 

す。 
申
込
み
は
中
央
公
民
館
ま
た
 

は
前
記
出
詠
者
の
と
こ
ろ
 

こ。 

た
す
け
あ
っ
て
み
ん
な
が
し
あ
わ
せ
に
 

共
同
募
金
運
動
 
10 

月
1

日

か

ら

 

赤
い
羽
根
で
親
し
ま
れ
て
い
 

る
共
同
募
金
運
動
が
、
今
年
も
 

十
月
一
日
よ
り
全
国
一
斉
に
く
 

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

本
町
で
は
、
婦
人
会
の
幹
部
 

の
方
々
が
近
く
各
家
庭
を
ま
わ
 

っ
て
下
さ
い
ま
す
の
で
、
何
卒
 

こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

目
標
額
は
、
 
一
世
帯
当
り
、
 

三
百
円
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
 

み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
 

金
は
 70 

％
が
配
分
さ
れ
本
町
の
 

◆
老
人
の
し
あ
わ
せ
を
た
し
か
 

め
る
た
め
の
福
祉
費
に
 

◆
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
 

こ
 

◆
め
ぐ
ま
れ
な
い
人
の
福
祉
費
 

に
使
わ
れ
、
社
会
福
祉
の
向
 

上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
 

す。 
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
善
意
 

を
共
同
募
金
に
お
寄
せ
く
だ
さ
 

い。 な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
 

各
戸
に
チ
ラ
ツ
を
配
布
い
た
し
 

ま
ブ
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
 

い
。
法
人
募
金
に
つ
い
て
は
、
 

民
生
委
員
の
方
々
が
参
上
致
し
 

ま
す
の
で
何
分
の
ご
協
力
を
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

金

田

町

老

人

ク

ラ

プ

 

ン
｝
、
 

俳

句

・

短

歌

同

好

会

 

喚

ぞ

 

【
短
 
歌
】
 

原
田
 
豊
茂
 

ク

ワ

ト

ー

 

水
光
る
群
れ
を
離
れ
て
蛾
斜
 

泳
ぐ
 か

わ

ず

 

遠
蛙
街
灯
淋
し
う
点
滅
す
 

辰
島
 
宗
一
 

朝
ま
だ
草
ふ
み
分
け
て
野
路
 

行
け
ば
 

我
が
爪
先
に
露
の
玉
散
る
 

【
俳
 
句
】
 

辰
島
 
宗
一
 

忍
び
よ
る
秋
の
気
配
や
虫
の
 

声
 

杯

断

わ

 る

勇

気

 が
 
事

故

を

 断
 
つ
 

る
と
い
う
こ
と
で
関
門
大
橋
の
 

下
を
通
り
別
府
の
方
へ
ま
わ
っ
 

て
行
き
ま
し
た
。
 

沖
縄
到
着
は
次
の
日
の
十
一
一
 

時
ご
ろ
の
予
定
で
し
た
が
十
一
 

時
間
も
お
く
れ
て
夜
の
十
一
時
 

に
つ
き
ま
し
た
。
 

三
日
と
四
日
は
観
光
バ
ス
に
 

の
り
市
内
見
学
に
ま
わ
り
ま
し
 

た。 

パ
イ
ン
畑
、
 
ェ
キ
ス
ポ
ー
フ
 

ン
ド
（
海
洋
博
公
園
）
東
南
植
 

物
園
、
知
念
海
レ
ジ
ヤ
ー
セ
ン
 

タ
ー
、
玉
泉
洞
、
守
礼
門
、
ひ
 

め
ゆ
り
の
塔
、
れ
い
め
い
の
塔
 

健
児
の
塔
を
見
て
ま
わ
り
ま
し
 

た
。
〉
 

（
ボ
ー
ト
に
の
り
、
 

お
き
タ
も
の
海
を
皿
ま
し
た
。
 

海
は
青
く
す
ん
で
と
て
も
き
 

れ
い
で
し
た
。
 

さ
ん
ご
し
よ
う
が
た
く
さ
ん
 

あ
っ
て
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
 

お
き
な
わ
の
海
で
お
よ
い
で
 

み
た
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
 

最
初
は
長
い
五
日
間
だ
ろ
う
 

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
規
律
 

あ
る
団
体
生
活
で
あ
っ
と
い
う
 

聞
に
す
ぎ
ま
し
に
。
 

こ
の
研
修
D

旅
ば
、
ぼ
く
の
 

思
い
出
と
し
て
大
切
に
し
て
い
 

つ
ま
で
も
わ
す
れ
る
こ
と
が
な
 

い
と
思
い
ま
す
。
 

友
だ
ち
も
た
く
さ
ん
で
き
、
 

す
ば
ら
し
い
旅
行
で
し
た
。
 

第
 
17 

回
 

田
川
郡
民
体
育
大
会
開
催
さ
る
 

中

央

 公
 
民

館

 

去
る
八
月
二
十
日
、
田
川
郡
 

民
体
育
大
会
が
盛
暑
の
な
か
華
 

々
し
く
、
主
会
場
・
方
城
町
、
 

赤
池
町
の
二
町
に
て
盛
大
に
開
 

日
 
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

昭和53年10月1 

※
当
町
よ
り
参
加
種
目
 

（
陸
上
）
青
年
馴
子
、
 

一
般
男
 

子
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
青
年
女
 

子、 

一
般
女
子
（
バ
ド
ミ
ン
ト
 

ン
）
一
般
男
子
、
壮
年
男
子
 

（
剣
道
）
青
年
男
子
、
 

一
般
男
 

幻
 
子
（
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
）
 
一
般
男
 

子
（
相
撲
）
青
年
男
子
、
 
一
般
 

男
子
（
卓
球
）
個
人
の
部
（
婦
 

人
競
技
）
 

（
老
人
競
技
）
以
上
 

が
参
加
種
目
と
な
っ
 

て
お
り
ま
す
。
 

（
相
撲
）
青
年
男
子
 

優
勝
、
 

一
般
男
子
111 

位
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
 

）
壮
年
の
部
優
勝
（
 

剣
道
）
青
年
男
子
三
 

位
（
駅
伝
）
青
年
男
 

子
優
勝
（
卓
球
）
個
 

人
の
部
優
勝
、
う
ち
 

相
撲
総
合
優
勝
、
駅
 

伝
総
合
三
位
町
村
別
 

金
田
町
総
合
7
位
と
 

な
り
ま
し
た
。
 

第
7
回
田
川
郡
子
供
会
 

親
善
ス
ポ
ー
ッ
大
会
開
催
さ
る
ク
 

中
 
央
 

公
 

民
 

館
 

去
る
八
月
二
十
七
日
、
田
川
 

郡
子
供
会
親
善
ス
ポ
ー
ッ
大
会
 

が
炎
暑
を
吹
き
飛
ば
し
、
香
春
 

町
勾
金
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
及
び
 

香
春
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
 

盛
人
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
 

町
よ
り
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
宝
 

見
子
供
会
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
 

部
一
区
子
供
会
及
ひ
四
区
子
供
 

会
が
参
加
し
、
郡
優
勝
を
目
標
 

に
練
習
を
積
み
か
さ
ね
今
奪
の
 

大
会
に
も
出
場
し
ま
し
た
。
 

ソ
ケ
ト
ボ
ー
ル
の
部
は
熱
戦
 

に
つ
ぐ
熱
戦
の
末
、
お
し
く
も
 

一
点
差
で
優
勝
旗
を
の
が
し
準
 

優
勝
に
終
り
ま
し
た
。
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部
は
昨
年
 

に
つ
づ
き
今
年
も
優
勝
、
三
年
 

連
続
金
田
町
が
優
勝
し
ま
し
た
 

こ
の
機
会
に
か
ぎ
ら
ず
、
各
 

地
区
子
供
会
と
も
地
区
内
及
び
 

他
地
区
と
の
交
流
を
も
っ
と
深
 

め
、
子
供
会
活
動
を
自
分
達
の
 

手
で
盛
り
上
げ
て
行
こ
う
。
 

「
三
F
二
『
ニ
一
三
三
二
」
三
r
三
三
F
ニ
一
一
ニ
ニ
二
三
了
一
て
一
F
一
三
ニ
・
」
！
三
一
二
三
二
二
！
子
！
三
三
！
ニ
三
」
ニ
二
三
一
三
！
三
一
三
 

陶

芸

教

室

 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

陶
器
の
里
で
あ
る
田
川
に
は
 

数
多
く
の
窯
元
が
あ
り
皆
さ
ん
 

に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
特
に
上
 

野
焼
は
遠
州
七
窯
の
ー
つ
と
し
 

て
全
国
的
に
有
名
で
あ
る
。
 

田
川
の
各
町
に
は
窯
元
が
あ
 

り
陶
芸
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
金
 

田
に
は
窯
元
が
な
く
一
抹
の
淋
 

し
さ
を
感
ず
る
。
 

最
近
は
陶
器
の
ブ
ー
ム
だ
け
 

に
値
段
も
高
く
、
仲
々
手
に
入
 

ら
な
い
。
自
分
で
造
り
、
自
分
 

で
楽
し
ん
で
は
ど
う
か
と
始
め
 

た
の
が
陶
芸
教
室
で
あ
る
。
 

老
人
の
生
き
が
い
対
策
の
ー
 

つ
と
し
て
老
人
の
方
A

を
主
体
 

に
あ
と
は
愛
好
者
の
方
々
で
4
 

月
に
開
講
、
月
2

回
の
作
品
製
 

作
で
あ
る
。
 

幸
い
講
師
に
は
糸
田
町
の
陶
 

芸
作
業
所
の
原
一
生
先
生
を
、
 

製
作
指
導
者
と
し
て
糸
田
町
の
 

二
田
水
伸
子
先
生
を
迎
え
作
品
 

造
り
に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。
 

造
っ
た
焼
き
物
も
 10 

を
超
え
 

生
徒
の
皆
さ
ん
方
も
陳
列
す
る
 

ケ
ー
ス
が
欲
し
い
頃
と
な
り
ま
 

し
た
。
 

一
一
田
水
先
生
の
熱
心
な
指
導
 

に
よ
り
皆
さ
ん
方
の
作
品
も
最
 

近
で
は
焼
き
物
ら
し
く
な
り
、
 

生
徒
の
皆
さ
ん
方
は
月
2
回
の
 

陶
芸
教
室
の
来
る
の
が
待
ち
遠
 

し
い
と
い
う
熱
の
入
れ
よ
う
で
 

嬉
し
い
限
り
で
す
。
 

陶
芸
教
室
か
年
を
重
ね
る
に
 

つ
れ
て
次
第
に
根
を
下
し
、
金
 

田
町
に
も
金
田
焼
の
窯
元
が
で
 

き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
 

す。 

J
、
、
に
，
、
に
，
・
？
●
・
？
●
、
く
．
、
！
●
、
●
●
、
、
‘
、
I
?
，
■
、
く
！
‘
 

金
田
小
学
校
改
築
事
 

業
に
件
う
お
願
い
 

・
、
‘
‘
「
？
、
、
ぐ
．
、
‘
，
、
一
，
●
？
，
、
、
ご
「
？
、
‘
，
、
二
一
、
‘
 

金
田
町
教
育
委
員
会
 

永
い
間
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
 

た
金
田
小
学
校
改
築
に
つ
い
て
 

は
関
係
各
位
に
色
々
御
心
配
を
 

か
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
関
係
 

者
の
ご
協
力
を
得
ま
し
て
愈
々
 

着
工
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
の
 

で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
致
 

し
ま
す
。
工
事
は
本
年
度
と
来
 

年
度
の
ニ
ケ
年
工
事
で
建
設
位
 

置
は
現
在
の
校
舎
を
解
体
し
、
 

そ
の
後
地
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
 

ト
三
階
建
二
棟
を
建
設
す
る
計
 

画
で
あ
り
、
本
年
度
は
普
通
教
 

室
二
十
四
教
室
の
建
設
を
計
画
 

致
し
て
お
り
ま
す
。
 

当
初
の
計
画
よ
り
若
干
工
期
 

が
遅
れ
ま
し
た
が
、
来
年
三
月
 

三
十
一
日
の
工
期
ま
で
に
は
完
 

成
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
、
そ
 

の
間
色
々
と
児
童
及
び
学
校
関
 

係
者
を
は
じ
め
、
地
域
の
み
な
 

さ
ま
に
は
色
々
と
ご
迷
惑
を
か
 

け
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
 

ま
す
が
、
私
共
も
最
善
の
方
法
 

を
構
じ
る
計
画
で
あ
り
ま
す
の
 

で
、
町
民
各
位
の
ご
協
力
を
切
 

に
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

‘
●
、
●
●
、
●
●
●
・
、
‘
●
●
？
‘
I
．
こ
f
?
，
、
二
！
、
●
，
‘
?
，
、
、
？
,
 

全

国

防

犯

運

動

 

10 

月
 11 

日
ー
 10 

月
 10 

日
ま
で
 

●
●
‘
？
「
、
、
一
●
・
？
●
、
●
、
‘
J

、
ご
？
●
、
、
一
、
、
（
、
、
（
、
、
‘
，
一
 

全
国
防
犯
運
動
が
行
わ
れ
ま
 

す
。
あ
な
た
の
家
庭
防
犯
は
大
 

丈
夫
で
す
か
‘
確
か
め
て
み
ま
 

桑
野
 

つ
る
 

と

う

み

よ

う

 

絵
千
仏
に
千
の
幻
明
露
涼
し
 

辰
島
 
雪
男
 

ユ
カ
タ
着
て
夏
の
夜
市
に
町
 

行
け
ば
 

吾
が
ほ
ほ
な
ぜ
る
風
の
涼
し
 

さ
 

岩
野
 
克
芳
 

し

と

ね

 

一
人
居
の
梶
近
く
に
鳴
く
ち
 

ち
ろ
 

大
森
 
玉
枝
 

つ
り
人
の
影
二
つ
三
つ
岸
べ
 

か
な
 

出
水
 
静
夫
 

砿
害
の
町
軒
な
み
に
衣
が
へ
 

し
よ
・
つ
。
 

【
あ
き
巣
の
防
止
】
 

o
必
ら
ず
力
ギ
と
声
か
け
を
 

あ
き
巣
の
被
害
原
因
の
半
数
 

は
玄
関
、
勝
手
口
、
窓
な
ど
 

の
カ
ギ
の
か
け
忘
れ
開
け
放
 

し
、
カ
ギ
な
し
な
ど
、
戸
締
 

り
不
十
分
が
原
因
で
す
。
 

o
カ
ギ
は
ニ
重
に
 

ガ
ラ
ズ
を
破
っ
て
侵
入
す
る
 

，
ガ
ラ
ス
砂
り
I

が
増
え
て
 

い
ま
す
。
 

【
自
転
車
盗
み
防
止
】
 

o
ち
よ
つ
と
の
間
で
も
カ
ギ
か
 

け
を
 

被
害
自
転
車
の
ほ
と
ん
ど
は
 

無
施
錠
自
転
車
の
路
上
放
置
 

で
す
。
必
ら
ず
カ
ギ
を
か
け
 

ま
し
よ
う
。
 

o
記
名
と
防
犯
登
録
を
 

被
害
自
転
単
の
な
か
に
は
乗
 

り
捨
て
ら
れ
、
警
察
に
届
け
 

ら
れ
て
い
る
の
も
あ
り
ま
す
 

が
、
登
録
や
記
名
が
な
い
た
 

め
被
害
者
に
返
せ
ず
、
そ
の
 

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
が
あ
 

り
ま
す
。
 

自
転
車
に
は
防
犯
登
録
や
車
 

体
に
記
名
し
て
お
き
ま
し
よ
 

ニノ。 あ
 
り
 
が
 
と
・
つ
 

ご

ざ

い

ま

し

た

 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

初
盆
返
し
 
福
高
芳
雄
殿
 

香
典
返
し
 
中
村
邦
子
殿
 

右
の
方
よ
り
ご
寄
付
を
い
た
 

だ
き
ま
し
た
の
で
、
有
意
義
 

に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
 

す。 
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一
 

一
 柵

謝
蹴
翼
《
繊
唆
 

三
 

予
 

種
 
混
 
合
 
の
 

防
 

接
 

種
 

秋
期
三
種
混
合
第
一
期
一
回
 

目
の
予
防
接
種
を
行
な
い
ま
す
 

の
で
、
該
当
者
は
、
も
れ
な
い
 

よ
う
に
接
種
し
て
下
さ
い
。
 

◆
対
象
者
 

町
 

生
後
 24 

カ
月
ー
 48 

カ
月
ま
で
 

田
 

の
幼
児
。
 

た
だ
し
春
期
（
5
月
、
6
月、 

7
月
）
に
3
回
受
け
た
幼
児
は
 

第
一
期
を
完
了
し
て
い
ま
す
の
 

で
受
け
な
く
て
も
よ
ろ
し
い
で
 

す。 

金

◆

と

 
き
 

53 
年
 10 

月
5
日
（
木
）
 

第
一
期
二
回
目
 11 

月
7

日
（
火
）
 

第
一
期
三
回
目
 12 

月
7

日
（
木
）
 

の
予
定
で
す
。
 
こ
の
予
防
接
種
 

は
第
一
期
に
三
回
、
 
】
カ
月
間
 

隔
に
受
け
な
け
れ
ば
効
果
が
あ
 

り
ま
せ
ん
。
 

◆
と
こ
ろ
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

◆
時
 
間
 

午
後
1
時
 30 

分
2
3
時
ま
で
 

◆
料
 
金
 
無
料
 

◆
持
つ
て
く
る
も
の
 

母
子
手
帳
と
印
か
ん
 

0
と
こ
ろ
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

e
と
き
・
地
区
名
 

第
一
回
目
 

10 

月
 18 

日
（
水
）
 

1
区
2

区
3
区
4

区
 
高
見
区
 

10 

月
 19 

日
（
木
）
 

5
区
6

区
 
大
字
神
崎
地
区
 

当
日
は
、
予
防
接
種
に
よ
る
事
 
第
ニ
回
目
 

故
を
防
ぐ
た
め
、
保
護
者
の
同
 

11
 

月
8

日
（
水
）
 

伴
の
な
い
幼
児
は
接
種
で
き
ま
 
1
区
2
区
3
区
4
区
 
高
見
区
 

せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
 

11 

月
9

日
（
木
）
 

小
 
児
 

マ
 

ヒ
 

生
 
ワ
 
ク
 
チ
 
ン
 

一
、
と
き
パ
 

53 

年
 10 

月
勃
日
（
金
）
 

午
後
1
時
 30 

分
1
3
時
ま
で
 

二
、
と
こ
ろ
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

三
、
該
当
者
 

生
後
3

カ
月
ー
 24 

カ
月
ま
で
 

四
、
料
金
無
料
 

五
、
該
当
者
以
外
の
方
は
投
与
 

出
来
ま
せ
ん
 

※
母
子
手
帳
を
必
ら
ず
ご
持
参
 

下
さ
い
。
 

※
こ
の
生
ワ
ク
チ
ン
は
生
後
3
 

ケ
月
ー
 24 

ケ
月
ま
で
の
間
に
 

2
回
投
与
し
な
け
れ
ば
な
り
 

ま
せ
ん
。
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

予
 
防
 
接
 
種
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
 

種
を
次
の
通
り
実
施
致
し
ま
す
 

の
で
、
多
数
接
種
を
受
け
ら
れ
 

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

5
区
6
区
 
大
字
神
崎
地
区
 

O
時
 
間
．
 

午
後
1
時
 30 

分
1
3
時
ま
で
 

0
料
金
 
無
料
 

。
該
当
者
 
3
才
以
上
の
者
 

（
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
 

生
を
除
く
）
 

の
印
か
ん
を
必
ら
ず
こ
持
参
下
 

さ
い
。
 

※
こ
の
予
防
接
種
は
2
回
受
け
 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

4
月
の
検
診
で
 

『
ガ
ン
』
 
の
恐
怖
か
ら
 

開
放
さ
れ
ま
し
よ
う
 

◇
実
施
日
時
 

53 

年
 10 

月
9

日
（
月
）
 

午
前
9

時
よ
り
 11 

時
ま
で
 

◇
場
所
 
金
田
町
中
央
公
民
館
 

◇
料
金
 

二
、
五
〇
〇
円
 

個
人
負
担
 

一
、
二
五
〇
円
 

町
の
負
担
 

一
、
二
五
O
円
 

◇
申
込
み
締
切
 

53 

年
 10
 

月
7

日
（
土
）
 

正
午
ま
で
 

◇
申
込
み
先
 

金
田
汀
役
場
保
健
係
 

電” 

田
）
②
〇
五
五
五
番
 

昭
和
 53 

年
度
 
秋
期
犬
の
登
録
並
び
に
 

狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
通
り
行
い
ま
す
 

料金登録料 1 頭につき 300円 

注射料 1 頭につき 850円 

日時及び場所 

●・1 

2
 
登録注射日 時 間 及 ぴ 場 所 

10月2日 

（月） 

南木公民館 

午前9 .30-40.30 神崎第二公民館 

午後1時～3時 神崎第ー公民館 

午前11.00-12. 00 

10月3日 

（火） 

人見公民館 

午前 9・30-40・30 上金田公民館 

東金田公民館 午後1時-.3時 
午前11.00-42.00 

10月4日 

（水） 

金田町役場前広場 

午前10時～午後3時 

◆
生
後
九
十
一
日
以
上
に
達
し
 

た
犬
は
毎
年
登
録
と
注
射
を
 

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
 

◆
犬
は
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
よ
 

う。 

◆
犬
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
 

し
よ
う
。
 

新
 

生
 

活
 

運
 

動
 

公
 
民
 
館
 
結
 
婚
 
式
 

金
 
田

町

 中

央

公

民

館

 

こ
の
度
公
民
館
の
結
婚
式
場
 

と
新
郎
、
新
婦
の
控
室
が
装
い
 

も
新
た
に
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
結
婚
式
場
、
新
郎
、
 

新
婦
控
室
に
は
、
冷
暖
房
も
設
 

備
し
て
お
り
ま
す
。
 

尚
、
祝
宴
会
場
の
ほ
う
に
は
 

放
送
機
具
も
新
た
に
購
入
し
、
 

カ
ラ
オ
ケ
も
準
備
し
て
お
り
ま
 

す。 

皆
様
方
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
 

て
い
ま
す
。
尚
、
結
婚
式
の
受
 

付
は
四
月
ー
五
月
、
十
月
2
111 

月
ま
で
と
な
つ
て
お
り
、
六
月
 

ー
九
月
は
受
付
を
致
し
て
お
り
 

ま
せ
ん
の
で
念
の
た
め
お
知
ら
 

せ
致
し
ま
す
。
 

本
館
に
て
 50 

名
で
結
婚
式
を
 

し
た
場
合
の
費
用
例
を
あ
げ
ま
 

す
と
 

行
政
相
談
週
間
で
す
 

昭
和
 53 

年
度
 

10 

月
 15 

日
か
ら
 

21 

日
 
ま
 
で
 

福
岡
県
行
政
書
士
試
験
 

行
政
管
理
庁
で
は
十
月
十
五
 
◆
受
験
申
込
み
先
 

日
（
日
）
か
ら
二
十
一
日
（
土
）
ま
 

福
岡
県
総
務
部
地
方
課
 

で
の
一
週
間
を
「
行
政
相
談
週
 
◆
受
験
申
込
み
期
間
 

間」 

と
定
め
、
全
国
的
に
行
政
 

昭
和
 53 

年
 10
 

月
2

日
か
ら
 10
 

相
談
に
つ
い
て
の
諸
行
事
を
行
 

月
 20 

日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
 

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

は
 20 

日
消
印
の
あ
る
も
の
）
 

つ
き
ま
し
て
は
金
田
町
に
お
 
◆
試
験
日
時
 

い
て
も
左
記
の
と
お
り
行
政
相
 

昭
和
 53 

年
 11 

月
 10 

日
（
金
）
 

談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
多
 

午
後
1
時
2
4
時
ま
で
 

数
ご
利
用
下
さ
い
。
 

◆
試
験
場
所
 

相
談
日
 
10 

月
 16 

日
（
月
）
 

電
気
ビ
ル
・
福
岡
県
町
村
会
 

10 

月
 18 

日
（
水
）
 

館
・
福
岡
明
治
館
 

10 

月
 20 

日
（
金
）
 

そ
の
他
、
受
験
資
格
、
手
統
き
 

時
 
間
 
10 

時
よ
り
 15 

時
ま
で
 
、
提
出
書
類
等
詳
細
に
つ
い
て
 

場
 
所
 
金
田
町
役
場
 

は
福
岡
県
総
務
部
地
方
課
 

※
尚
、
相
談
開
設
日
以
外
の
相
 

（
電
話
O
九
二
一
七
五
一
ー
 

談
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
宅
 

一
七
一
六
番
）
ま
で
お
問
い
 

に
て
受
け
ま
す
。
 

合
せ
下
さ
い
。
 

相
談
委
員
 
金
田
町
神
崎
 

香
 
月
 

豊
 

電
話
②
二
八
六
七
番
 

例
 

用
 

費
 

式
 

婚
 

結
 

出席人員50 名 

費 用 単 価 数量 金 額 

貸 室 料 1,500 1,500 

料 理 代 1人2,000 50人 100,000 

燃 料（ガス） 1,000 1,000 

生 花 代 1,500 1 ,500 

謡方祝儀 2,50u 2,500 

可 婚 料 1,000 1,000 

手伝人報酬 1人2,000 4 人 8,000 

マイク使用料 1,000 1 ,000 

合 計I ~ 116,500円 


